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研究を活性化するために 
 
　松野陽一前館長から何度か呼び出された
ことがあった。「この国文学研究資料館の
大事な仕事は調査と収集だが、加えて、収
集した本文をどう提供していくかというこ
とがある。」と言われる。調べて集めて提
供する。その提供もリクエストがあればコ
ピーを送るというものではなく、館として
提供すべき本文を定め、積極的に提供する
というものだ。退官されるときには、新古
典文庫構想という言葉にもなっていたよう
に思うが、国文学研究資料館に国文学研究
者がこれだけ大勢いるという事実を考える
と、できないことはないようにも思われる。 
　ただ、常に難しいのは、国文学研究資料
館という機関に対しては、館内にいる我々
の想像を超える期待と権威の想定があると
いう意見があり、そこに想定される一定の
権威に対応する本文の認定の問題があるの
である。冊子の翻刻本文なのか電子データ
なのかという結果としての形はとりあえず
問題ではない。ここに壮大な研究プランが
設定されなければならなくなってくること
は、大方のご理解の及ぶところと思う。 
　ところが、国文学において本文研究の姿
はどうかというと、これは一人一人の研究
者が個別に個別の作品について研究してい
て、まず、意見を合わせることはない。か
りに意見を合わせるにしても、お互いに相
手の考えを尊重することが中心で、意見を
合わせることによる研究の深化はあまり期
待できない。こういう考え方が正しいとす
るならば、提供されるべき本文は比較的深
く個別の作品を研究していると評価できる
研究者に意見を聞くことで良いということ
になる。 
　そこで、個別の作品についての底本は確
定できるとして、全体の企画プランが大事 
になってくる。物語ならどれどれ、歌書な
らどれどれと作品の全容リストを作り上げ
る必要が出てくる。そしてさらに、それぞ
れについて、書籍が求められるか電子デー
タか、影印か活字か、などが決められる必
要が出てくると思われる。 
　本文が提供される最終の形を実現するに
は技術を必要とする。電子データもプレー
ンテキストかフルテキストデータベースか
によって必要とされる技術は異なり、取り
組みようによってはかなり高額の予算が必
要となる。 
　さらに、本文を提供するのに必要なこと
は、校正を中心とするマンパワーの充実で
ある。老巧な熟練した研究者とともに若い
根気のあるパワーが十全に用意され、誤り
のないデータの提供を心がけなければなら
ない。 
　コンピュータの性能が格段に進んだ今日
の状態にあっては、まずは、電子化された
本文を使っての研究で成功したいものであ
る。国立時代の国文学研究資料館のデータ
ベース室が取り組んできたのは、まさに、
電子化部門での可能性の追求であったといっ
てよい。法人化して、研究機関となって、
本文共有化の研究プロジェクトを立ち上げ
たが、そこでは視野を拡大しつつも、やは
り、電子化を強く追求することになったの
は、故なきことではないのである。 
　国立時代にあったデータベース室は、パ
ソコンを図書館にし、そこに電子化された
本を並べて持ち歩けるようにしようとし
た。今やハードディスクは数百ギガの時代
になったから、一定のルールに従って電子
化されさえすれば、自分の書斎に必要とな
る本は全部ノートパソコンに入る。国文学
研究の進展はかなりのスピードアップが図
れる。 
　検索システムをインストールすることで 
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パソコンが図書館になる。そのことは、今、
可能になっている。国文学研究資料館が法
人化されてほぼ落ち着いてきたから、この
検索システムはどなたでもインストールで
きるようにしていかなければと思ってい
る。図書館の本すべてが検索でき、検索結
果はリスト化できる。 
　本文共有化研究プロジェクトが取り組ん
だ作品は、平成16年度が『扶桑拾葉集』
の仕上げ、平成17年度が『夫木和歌集』
の仕上げである。実は、仕上げ工程はデー
タベース作りの最後の一年で、その前に三
年かかる。予算の事情で、『夫木和歌集』
の仕上げはかなりの無理が発生した。 
　こうしてできた、電子化された本（フル
テキストデータベース）は、すべて一つの
検索システム上で動く。このルールを、い
ま、国際標準として進んでいるＸＭＬにす
るべきだという意見がある。そうすること
自体は簡単なのだが、私は今のルールのま
まのほうが、国文学を勉強する一般の方に
は分かりやすく取り組みやすいと考えてい
る。このシステムはどう頑張っても日本語
が使えるパソコンでしか有効でない。国際
標準を意識しておく意味を考えていくなら
ば、利用漢字システムの対応なども国際化
を意識する必要があり、検索システムもさ
らにお金をかけなければならない。国文学
研究資料館にはその予算がない。 
　さて、こうしてできたデータベース『扶
桑拾葉集』は『源氏物語』（絵入）『栄花
物語』『大鏡』『今鏡』『水鏡』『増鏡』『古
事記』『出雲国風土記抄』と一緒に使える
し、安永教授が用意された岩波書店の旧古
典大系も少し変更するだけで利用すること
ができる。 
　『夫木和歌集』は二十一代集データベー
スと一緒に使えるほか、新編国歌大観の本
文もテキストデータ化できれば一緒に使う 
ことができる。 
　この検索システムは、さらにいろいろな
工夫した使い方ができるのだが、とりあえ
ず、パソコンを図書館にする機能だけでも、
相当、研究者の皆さんの役には立つものと
思う。 
　この研究プロジェクトが最後に取り組ん
だ『夫木和歌集』のデータベースはパラレ
ルに3本の本文を並べ、『夫木和歌集』と
いう作品の難しさをお目にかけたが、同時
に、未だほとんど利用されていない『夫木
集溪雲抄』（九州大学蔵）という注釈書も
活字で提供申し上げた。この本を見つけ、
提供を志したのは研究員松本智子である。
記して、その営為を讃えたい。 
（文責：中村康夫） 
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